










個性や能力に応じたサイエンス教育
ふくい理数グランプリ

ふくいサイエンスフェスタ



ふるさとに愛着を持つ人材の育成

小学生によるふるさと教育
の活動成果発表

伝統文化団体による
伝統文化の発表













教師間の「協働性」の豊かさ
○学校内外での活発な「授業研究会」

○「教科会」 …授業の内容や進め方などを協議する場
同じ教科の教員によって組織

○「タテ持ち」…主に中学校で、教員が３学年全てで教科を
担当するシステム
同学年担当の複数教員が協働して授業づくり

⇒質の高い授業が可能



若手教員の研修制度について

若手教員研修

初任者研修 … 校外研修14日＋校内研修

２年目研修 … 校外研修 ５日

３年目研修 … 校外研修 ３日









教員の自主的な研究活動に対する支援
教員学習会に対して上限２０万円の補助

・次世代教育開発研究

（生成ＡＩやChatGPT、メタバースなどのＩＣＴ技術を
効果的に活用した 指導方法等の研究）

・教員技能向上研究

（文献研究や先進校視察等を通して、授業力向上を図るため
の実践研究や教材開発）



働き方改革について



働き方改革について
部活動指導員

R4 R5 R6

中学校 71 102 124

高等学校 88 149 163

例えば・・・
・平日の放課後、教諭が担当業務を
している時間の指導

・休日、練習試合の引率
など



DXの推進
働き方改革について

・全市町共通の校務支援システムの
導入促進

・タブレットの有効活用、
デジタル採点の活用促進



働き方改革について
業務改善の実践を共有 （業務改善通信〈ＧＧＫニュース〉）
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•大学４卒の初任給は・・・
教員の給与について

214,200円令和５年は
令和６年は 226,100円

令和７年は 252,000円
さらに・・・

教職調整額、義務教育等教員特別手当が支給されて・・・

約265,000円



•教職調整額について
教員の給与について

現在は月額の４％の額が支給されています。
今後、5年間かけて１０％まで引き上げられる予定です。

令和８年度は ５％
令和９年度は ６％

令和12年度は １０％

例えば・・・
月額が300,000円場合

現在は、教職調整額は12,000円ですが

5年後の教職調整額は、
30,000円



職員の休暇は
教員の休暇制度について

年次休暇 特別休暇

介護休暇 病気休暇



教員の休暇制度について

年次休暇

1年間で20日与えられます。（新採用の方は15日です）
前年の分は最大で20日繰り越しができます。

例えば・・・

年休を
10日取得

年休を
10日取得

R８年4月採用
年休

15日間

R９年１月

20日+5日
＝25日

R10年１月

20日+15日
＝35日



教員の休暇制度について
特別休暇

産前産後休暇
・出産予定日の前後８週間

・男性の育児参加休暇や配偶者出産休

暇もあります

夏季休暇

・夏季期間に5日間取得できます

結婚休暇

・結婚したときに7日間取得できます

家族看護休暇
・『子どもが熱を出した』

・『子どもの小学校入学式に参加する』

・『家族の予防接種に付き添う』 など

5日間（親族が2人以上の時は10日間）

など、他にも様々な休暇があります。



教員の休暇制度について

介護休暇

病気休暇

・介護が必要な家族がいる場合に

取得できる休暇です。１時間単

位で取得が可能です。

・負傷または疫病のため療養が必要な場

合に取得できます。

・インフルエンザやコロナウイルス感染

症にかかってしまった場合も取得でき

ます。



教員の育児休業等について











免除の申請や特別選考受験
希望者は提出してください



提出書類について

出願は、電子申請で登録していただいた後、必要書類を提出して完了となります。

①令和８年度福井県公立学校教員採用選考試験志願書

（A４両面カラー印刷）

②返信用封筒２枚

【全員提出のもの】

【必要に応じて提出するもの】

ア 各種免除の申請に必要な書類

イ 加点申請に必要な書類

実施要項P11、12参照



提出書類について

出願は、電子申請で登録していただいた後、必要書類を提出して完了となります。

ファイル名は、『氏名＋生年月日（半角数字8桁）＋（調書名）』

としてください。

例えば・・・

１９９８年１月９日生まれの福井太郎さんが第１次選考免除調書Bを提出する場合は

ファイル名は

『 福井太郎19980109第１次選考免除調書B 』



受験資格
実施要項P４参照

実施要項P１７参照

実施要項P１８参照



採用予定者数について 実施要項P４参照



第２希望

第１希望

○ ○ × ○ × ×

○ ○ ○ ○ × ×

○ ○ ○ ○ × ×

× ○ ○ ○ × ×

○ ○ ○ ○ × ×

× × × × × ×

× × × × × ×

特別支援学校

養護教諭

栄養教諭

養護教諭 栄養教諭

小学校

中高一括

小学校 中高一括
高等学校
(農・工

・商・情・福)
中学技術

特別支援
学校

高等学校(農・工・商・情・福)

中学技術

併願制度 実施要項P４参照



４月２５日（金） 実施要項公開

５月１日（木）
～２３日（金)

願書受付期間（電子申請は２１日（水）19:00まで）
※提出書類は２３日（金)当日消印有効

６月下旬 受験票等発送

６月２８日（土）
２９日（日） 第１次選考（一般・教職、教科等専門）

７月下旬 第１次選考結果発表、特別選考の詳細日程等発送

８月１日（金）
～８日（金）

第２次選考（小論文） …８月１日（金）
第２次選考（個人面接）…８月１日（金）

４日（月）～ ８日（金）
特別選考…８月１日（金）

９月末 第２次選考結果（採用内定者）発表

選考試験のスケジュール



第１次選考
• 一般・教職（筆記）
• 教科等専門（筆記）
• 一部教科は実技試験あり
第２次選考
• 適性検査（→オンラインで実施）
• 小論文
• 個人面接Ⅰ、Ⅱ
• 嶺南採用枠希望者は別途面接

• 障がい者
• 盲学校保健理療科担当教員
• 大学院修了時
• 教育エキスパート

選考の種類

第１次選考のみ
• 一般・教職（筆記）
• 教科等専門（筆記）
• 一部教科は実技試験あり



一般選考の試験について

第１次選考 と 第２次選考



第１次選考（６月実施）
◎一般・教職（一般教養と教職専門を１つにまとめて実施）

◎教科等専門（受験する校種、教科の専門試験）

一般選考の試験について



第１次選考試験日の日程
実施要項P25参照



試験会場 実施要項P2４参照



実施要項P27参照



１次選考を突破するためには…

＜合格のパターン＞

・一般・教職で基準点に達する
・教科等専門で１次合格順位に達する

自分に必要な勉強を!



第１次選考免除制度

全部免除
実施要項P8，9参照



第１次選考免除制度
実施要項P10参照



第２次選考（８月実施）
◎適性検査（ → オンラインで実施 ）
◎小論文
◎個人面接（同じ面接方式で２回実施）

一般選考の試験について

第２次選考対象者は、第１次選考合格者と
第１次選考全部免除者です。



第２次選考で重視されること
2回の個人面接で一層の人物重視

・子どもたちはもとより、同僚や保護者、地域
の方とも円満な人間関係を築けるか

・課題に対して、臨機応変に対応できるか



実施要項P27参照



加点制度
実施要項P5参照



・教育職員免許状複数所有による加点は
「一般選考」についてのみ行います。

・対象ごとに５点または１０点を加点します。
・加点は対象ごとに加算し、１５点を上限と
します。

加点制度



受験する
校種・教科等

小学校
中学校教諭の普通免許状
（数学、理科、英語、保健体育）

中高一括
（全教科）

小学校教諭の普通免許状

中学技術 高等学校教諭「工業」の普通免許状

高校
（農業、工業、商業、福祉）

高校
（情報）

加点 １０点 ５点 ５点（いずれか１つのみ）

加点の対象となる普通免許状

特
別
支
援
学
校
教
諭
の

普
通
免
許
状

高
等
学
校
教
諭

「
情
報
」
の

普
通
免
許
状



受験する
校種・教科等

小学校
中学校教諭の普通免許状
（数学、理科、英語、保健体育）

中高一括
（全教科）

小学校教諭の普通免許状

中学技術 高等学校教諭「工業」の普通免許状

高校
（農業、工業、商業、福祉）

高校
（情報）

加点 １０点 ５点 ５点（いずれか１つのみ）

加点の対象となる普通免許状

特
別
支
援
学
校
教
諭
の

普
通
免
許
状

高
等
学
校
教
諭

「
情
報
」
の

普
通
免
許
状



受験する
校種・教科等

小学校
中学校教諭の普通免許状
（数学、理科、英語、保健体育）

中高一括
（全教科）

小学校教諭の普通免許状

中学技術 高等学校教諭「工業」の普通免許状

高校
（農業、工業、商業、福祉）

高校
（情報）

加点 １０点 ５点 ５点（いずれか１つのみ）

加点の対象となる普通免許状

特
別
支
援
学
校
教
諭
の

普
通
免
許
状

高
等
学
校
教
諭

「
情
報
」
の

普
通
免
許
状



受験する
校種・教科等

小学校
中学校教諭の普通免許状
（数学、理科、英語、保健体育）

中高一括
（全教科）

小学校教諭の普通免許状

中学技術 高等学校教諭「工業」の普通免許状

高校
（農業、工業、商業、福祉）

高校
（情報）

加点 １０点 ５点 ５点（いずれか１つのみ）

加点の対象となる普通免許状

特
別
支
援
学
校
教
諭
の

普
通
免
許
状

高
等
学
校
教
諭

「
情
報
」
の

普
通
免
許
状



受験する
校種・教科等

小学校
中学校教諭の普通免許状
（数学、理科、英語、保健体育）

中高一括
（全教科）

小学校教諭の普通免許状

中学技術 高等学校教諭「工業」の普通免許状

高校
（農業、工業、商業、福祉）

高校
（情報）

加点 １０点 ５点 ５点（いずれか１つのみ）

加点の対象となる普通免許状

特
別
支
援
学
校
教
諭
の

普
通
免
許
状

高
等
学
校
教
諭

「
情
報
」
の

普
通
免
許
状



・免許状の種類（専修免許状、一種免許状、二種
免許状）は問いませんが、特別免許状および臨時
免許状は除きます。

・第１次選考、第２次選考のそれぞれで加点します。
・取得見込みによる申請も可能です。

ただし、令和８年３月３１日までに加点対象となった
教員免許状が取得できなかった場合は、
選考結果（採用内定 および 全部免除の資格）を
取り消す場合があります。



・司書教諭資格による加点は、「一般選考」について
のみ行います。

・司書教諭資格所有者に５点を加点します。
・司書教諭資格取得済み者を加点対象とします。
（取得見込みは対象外です。）

加点制度



加点制度

・外国語資格による加点は、「一般選考」について
のみ行います。

・次の言語の資格取得済み者を加点対象とします。
（取得見込みは対象外です。）

英語、中国語、ポルトガル語、スペイン語、ベトナム語
・異なる言語の資格を有する場合、それぞれで加点



加点制度

・情報関連資格による加点は、「一般選考」について
のみ行います。

・対象資格の取得済みの者を加点対象とします。
（取得見込みは対象外です。）





チャレンジ第１次選考



嶺南採用枠について
嶺南地域の教育振興のために、一般選考において『嶺南採用枠』を新設しました。

☆ 採用数 と 採用校種 １０名程度

実施要項P16参照



嶺南採用枠について
☆ 受験資格

・ 小学校教諭普通免許状を所有する者
または 令和８年３月３１日までに取得見込みのもの

必須!

・ 中学校教諭普通免許状を所有する者
または 令和８年３月３１日までに取得見込みのもの

中高一括、中学技術で
受験する場合のみ

勤務条件 『採用から１０年以上、嶺南地域で勤務』

実施要項P16参照



嶺南採用枠について
☆ 試験内容

・第１次選考 一般・教職、教科等専門（一般選考と同様）
・第２次選考 小論文、面接（一般選考と同様）に加え

嶺南地域の教育に関する内容を問う面接
☆ 免除資格

福井大学嶺南地域教育プログラム修了（見込）者は、一般選
考の一般・教職を免除（一部免除）

実施要項P16参照

☆ 加点申請
一般選考と同様に加点申請できます

チャレンジ第１次選考でも嶺南採用枠
を希望できます

ただし、合格して得た免除資格
は次年度も嶺南採用枠を希望
することが条件



嶺南採用枠について 実施要項P16参照

第１希望 第２希望

小学校 なし

一般選考で第１希望、第２希望を申請し、
第１希望のみ嶺南採用枠を希望できます。

嶺南採用枠希望



嶺南採用枠について 実施要項P16参照

第１希望 第２希望

小学校中高数学

第１希望、第２希望の併願も可能です。
ただし、嶺南採用枠の希望は第１希望のみです

嶺南採用枠希望



嶺南採用枠について
☆ 選考について

① 第１次選考は、嶺南採用枠希望の有無に関係なく選考します。
② 第２次選考は、嶺南採用枠希望者のみで選考します。（第１希望のみ）
③ ②で不合格となった場合、一般選考で選考します。(第１、第２希望の両方)

合格
または

全部免除

不合格

合格

合格

合格不合格
不合格

不合格

嶺南地域

へ配属

通常の配置

通常の配置

次年度の全部
免除資格

実施要項P16参照



教採
受験

•大学または大学院在籍時

•一般選考として受験（届け出は必要）

合格
•大学院特別選考受験資格付与

大学院
在籍時

•中間報告会（院特受験まで１年以上の期間がある場合）

院特
受験

•大学院卒業年度に特別選考として受験

•適性検査、レポート提出、個人面接

大学院進学を考えている方へ

詳細は実施要項で確認してください

実施要項P14，15参照





•現場で経験を積みながら実力アップを図れます
•免除制度（一免、全免）を利用して有利に受験
できます

•給与収入も得られます。
（講師としての経験年数は初任給に影響）

福井県に講師登録
をしてください!

もしも不合格になってしまったら…



•現場で経験を積みながら実力アップを図れます

福井県で講師をすると…

「ふくいの教育」を支える個性豊かで、さまざまな
教育観をもつ先生方とともに働くことで、
実践的な指導力を身につけることができる!

教員としての悩みや失敗も将来の糧に!
自分なりの教育観が見えてくる!

→選考試験の面接、小論文へ



福井県で講師をすると…

１次選考の全部または一部(一般・教職)が免除
されるので、２次選考の面接、小論文への対策に
専念できる!

•免除制度を利用して有利に受験できます



福井県で講師をすると…

初任給の算定時に、経験年数として反映!
（講師経験は、正規教諭として働いていたことと

同等の経験とみなされる）

•給与収入も得られます。 ※職種・勤務形態により異なります



初任給の算定時に、経験年数として反映!



•現場で経験を積みながら実力アップを図れます
•免除制度（一免、全免）を利用して有利に受験
できます

•給与収入も得られます。
（講師としての経験年数は初任給に影響）

ぜひ福井県で講師登録
をしてください!



〇採用試験の制度は、年度が変わるたびに

若干の変更があります。

〇ホームページで常に採用試験の最新情報

をチェックしてください。








